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原則として、各政党の政策から要約・抜粋。記述がない場合、「政策なし」とした。

ただし、民主・公明の9条への姿勢については憲法記念日談話を、維新の会の核政策については党首の発言を参照した。

未来の党 国民の生活が第一 みどりの風 減税日本

世界の核兵
器をどうする
か？

核兵器を廃絶する。唯
一の被爆国として、「核
兵器のない世界」を実
現するため、積極的に
取組み、国際社会にお
いて主導的な役割を担
う。

国際的な軍縮・不拡
散体制の強化に向け
て主導的に取り組
む。特に核軍縮分野
での現実的かつ具体
的な取り組みを進め
る。

政策なし

原発ゼロの社会を目指す中
で核軍縮の促進を主張す
る。核不拡散条約（ＮＰＴ）
体制の強化、包括的核実
験禁止条約（ＣＴＢＴ）の早
期発効を世界の先頭に立ち
進める。

政策なし 政策なし

核不拡散条約（NPT）体制強
化の推進、「核兵器禁止条
約」を提案。
2015年に「核廃絶サミット」を
広島と長崎で行うことを提案。

「核兵器のない世界」へのイニシ
アチブを発揮。日本の反核平和
運動とともに、核兵器禁止条約
締結へむけた国際交渉が実るよ
う、世界各国にも働きかけるな
ど、可能なあらゆる取り組みをお
こなう。

米国の「核の
傘」をどうす
るか？

民主党政権下で策定し
た新防衛大綱に基づい
た防衛政策をとるとマニ
フェストに明記。

安全保障に懸念を生
じさせないため、わが
国の「核抑止政策」
について、根本的な
議論を開始し、基本
方針を確立する。

政策なし 政策なし 政策なし 政策なし 政策なし
米国の「核の傘」から抜け出し、
名実ともに「非核の日本」となる。

非核三原則
への姿勢

政策なし 政策なし 政策なし 政策なし

非核三原則の堅
持や自衛隊の位置
づけなどについて、
日本の姿勢を諸外
国に発信。

政策なし

非核三原則を堅持し、政府が
「永遠に核兵器を保有しない」
との方針を宣言するよう主張
する。

米国の「核の傘」への依存によ
り、非核三原則がないがしろにさ
れてきたとの認識の下、日本政
府が核密約の存在を正面から認
めて、これを廃棄し、名実ともに
「非核の日本」に進む実効ある措
置をとることを強く求め、その実現
のために全力をあげる。

憲法9条へ
の姿勢

・マニフェストに政策は
ない。
・日本国憲法の三原則
の遵守、憲法の保障す
る諸権利の実現を政策
として実践するとともに、
現行憲法に足らざる点
があれば補い、改める
点があれば改めるべ
き。(2012年憲法記念
日談話)

自衛権を明記し、国
防軍の保持を認める
改正案を発表。

政策なし 政策なし

憲法改正は可能で
あるべきだが、国
民による自主的な
改正が必須。主権
者としての国民意
識の向上、民主主
義の成熟が求めら
れる。まずは国民
投票制度を導入。

政策なし

・憲法改正について、現憲法
は優れた憲法であり、憲法3
原則を堅持しつつ、時代の進
展とともに提起されてきた環
境権や人権の拡大などを付け
加え補強していく「加憲」が最
も現実的で妥当(2012年憲
法記念日アピール)
・衆院選重点政策に政策な
し。
・改正を求める自民・維新と選
挙協力。

日本国憲法の前文を含むすべて
の条項を守る。米軍とともに戦争
ができることを可能にするための
集団的自衛権を行使できるよう
憲法の解釈を変えようとする野
田首相の「解釈改憲」の動きに
も、憲法9条を変えて「国防軍」を
明記しようとする自民党の「改憲
案」にも強く反対。

集団的自衛
権の是非

マニフェストに政策はな
いが、野田政権下では
集団的自衛権行使の
ための解釈変更の提言
あり。

国家安全保障基本
法を制定して、集団
的自衛権も含む自衛
権行使のあり方を明
確化。

（安全保
障基本法
の制定）

国連憲章上の国家固有の
権利とされ我が国が国際法
上も保有する集団的自衛
権については、国民の意志
に基づき立法府においてそ
の行使の是非に係る原理
原則を広く議論し制定す
る。原理原則の制定なくし
て、その行使はしない。原理
原則は安全保障基本法に
定める。

政策なし 政策なし
衆院選重点政策に政策なし。
行使を容認する自民・維新と
選挙協力。

集団的自衛権行使へむけて従
来の政府の憲法解釈を変えるこ
とに反対。

未来の党
民主党 自民党 公明党 共産党
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世界の核兵
器をどうする
か？

米国の「核の
傘」をどうす
るか？

非核三原則
への姿勢

憲法9条へ
の姿勢

集団的自衛
権の是非

唯一の被爆国として
「核廃絶」の先頭に立
ち、「核軍縮」や「核不
拡散」に主導的役割
を果たす。広島、長崎
で世界軍縮会議を開
催する。

ＣＴＢＴ（包括的核実験禁止条
約）発効やカットオフ条約の具体
化を目標に、関係国への働きか
けを強め、ＮＰＴ体制の強化をめ
ざす。ＮＰＴの厳格運用をはかり、
ＮＰＴ非加盟国への原子力協力
は行なわない。

・「骨太2013-2016」に
直接的な記述なし。
・石原代表が核兵器のシ
ミュレーションを提起。
・橋下代表代行が「核廃
絶は無理」と演説。

政策なし 政策なし 政策なし 政策なし

政策なし

核兵器の役割を縮小させるため
に拡大抑止（核の傘）の役割を対
核兵器に限定、核兵器国による
消極的安全保証を再確認。核兵
器国に核の先制不使用宣言をよ
びかけ、条約化をめざす。

政策なし 政策なし 政策なし 政策なし 政策なし

政策なし
国是である非核３原則（持たず、
つくらず、持ち込ませず）を厳守
し、法制化をめざす。

「骨太2013-2016」に政
策なし
・橋下代表代行が核持ち
込みを認める演説

政策なし 政策なし 政策なし 政策なし

今年4月27日付けの
「憲法改正の基本的
考え方」では、国際平
和に貢献し、我が国を
防衛するため、自衛
権のあり方を明確化。
２年間の国民的議論
のうえ、国民投票を実
施して決定。

憲法違反の現状を洗い出し検証
する取り組みを強化するととも
に、憲法審査会における憲法改
正案の作成に反対。
日本国憲法の平和、福祉、人権
などの理念の開花する新しい国
の設計図を明らかにし、憲法理
念の具体化のための法整備や政
策提起を進める。

自主憲法の制定。「維新
八策」では憲法9条を変
えるか否かの国民投票。

自主「憲法」の制定
をめざす。自衛隊の
自衛権の明示や、
災害時における自衛
隊のあり方を憲法に
明記。

憲法9条の戦争の放
棄は堅持し、国民の
理解を得て、時代に
あわせた憲法改正
をするのが日本の姿
である。

政策なし
「時代にふさわし
い憲法改正」を提
起

我が国を防衛し、ま
た、国際平和に貢献
するため、自衛権の行
使の範囲や限界等を
法律により明確化す
る。

集団的自衛権の行使を可能とす
るための憲法解釈の変更に強く
反対。

集団的自衛権の行使や
領海統治などを定める国
家安全保障基本法の整
備

日米安全保障条約
の相互主義を確立
するため、まず、わ
が国の責務としての
集団的自衛権につ
いて容認。

政策なし 政策なし 政策なし

新党改革みんな 社民党 日本維新の会 国民新党 新党大地 新党日本
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